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■貸借対照表の概要 【単位：百万円】

固定資産 35,351 固定負債 19,652
　　土地 57 　　資産見返負債 7,307
　　建物、構築物(仮勘定を含む) 24,812 　　長期借入金 12,310
　　機械及び装置 3,958 　　長期リース債務等 35
　　工具・器具及び備品 2,991 流動負債 10,923
　　図書 1,771 　　寄附金債務 2,003
　　ソフトウエア(仮勘定を含む） 1,162 　　前受受託研究費・受託事業費 730
　　投資有価証券 120 　　未払金 6,539
　　投資その他の資産等 477 　　賞与引当金 584
流動資産 12,825 　　その他 1,065
　　現金及び預金 4,867 負債合計 30,576
　　未収入金 7,459

　 　　医薬品及び診療材料 426 資本金 36,406
　  たな卸資産 29 資本剰余金 △ 17,917
　　その他 43 繰越欠損金 △ 887

純資産合計 17,601
資産合計 48,177 負債・純資産合計 48,177

建物、構築物（仮勘定を含む）　　２４８億１千２百万円（１９億８千５百万円増）
　　　最先端がん治療研究センター現物出資に伴う増（2,589）
　　　附属病院D３精神科病棟改修工事に伴う増（498）
　　　府立大学和食文化学科開設に係る改修に伴う増(147)
　　　附属病院手術室増室工事費の増（90）
　　　減価償却累計額の増（△1,609)

機械及び装置　　３９億５千８百万円（３８億３千３百万円増）
　　　最先端がん治療研究センター陽子線治療装置の譲与に伴う増（3,859）

ソフトウエア（仮勘定を含む）　　１１億６千２百万円（８億４百万円増）
　　　附属病院電子カルテシステム整備による増（746）
　　　北部医療センター電子カルテシステム整備による増（389）
　　　減価償却による減（△331）

現金及び預金　　４８億６千７百万円（１３億９千７百万円増）
　　　府借入金の借入れによる現金の増(1,763)
　　　府借入金の償還のための現金の減(△426)

未収入金   ７４億５千９百万円（１億３千万円減）
　　　附属病院診療実績増に伴う診療収益未収金の増（159）
      周産期医療提供体制整備事業費補助金未収入金の減（△190）

長期借入金   １２３億１千万円（２０億７千４百万円増）
　　　電子カルテシステム整備、D３精神科病棟整備に伴う府借入金の増（2,613）
      府借入金償還による減（△384）

繰越欠損金   △８億８千７百万円（△６億１千１百万円増）
　　　当期総損失の増（△611）

平成３０年度決算の概要

資産の部 負債の部

純資産の部
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■損益計算書の概要 【単位：百万円】

教育経費 688 運営費交付金収益 8,972
研究経費 1,218 学生納付金収益 2,045
診療経費 20,527 附属病院収益 33,705
教育研究支援経費 287 受託研究等収益等 2,211
受託研究費等 1,853 寄附金収益 811
人件費 24,234 補助金等収益 413
一般管理費 837 資産見返負債戻入 450
財務費用 27 雑益 543

経常費用合計 49,674 経常収益合計 49,154
経常損失 △ 519

臨時損失 91 臨時利益 0
目的積立金取崩額

当期総損失 △ 611

運営費交付金   ８９億７千２百万円（２億２千万円減）

附属病院収益  ３３７億５百万円（１０億９千９百万円増）

受託研究等収益等  ２２億１千１百万円（５億４千２百万円増）

　　　附属病院精神病棟解体工事(受託事業)による増（107)

　　　北部医療センターがん診療棟整備工事(受託事業)による増（363）

診療経費　　２０５億２千７百万円（１０億１千６百万円増）

　　　北部医療センター：医薬品費の増（65）、医療材料費の減(△16)、

 
 人件費　　２４２億３千４百万円（２億２百万円増）

　　　常勤教職員人件費の増（166）

　　　附属病院大学院生人件費の増（85）

　　　退職手当の増（10）

臨時損失　　９千１百万円

　　　　　　　　　　　　　　　減価償却費等の減(△63)

　　　特定共同指導による過年度の診療収益の修正（△91）

経常費用 経常収益

　　　がん治療センター：保守委託費等の増(188)

　　　　　　　　　 保守委託費等の増(99) 

　　　附属病院：医薬品費の増(381)、医療材料費の増(361)

　　　附　 属 　病 　院　：入院診療収益の増(641)

　　　受託研究等収益の増（71）

　　　　　                     外来診療収益の増(441)

　　　北部医療センター：入院診療収益の減（△90）

　　　　　 　　　　　　　　　　外来診療収益の増（98）
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教育経費

688 

1%

研究経費

1,218 

2%

診療経費

20,527 

41%

教育研究支援経費

287 

1%
受託研究費等

1,301 

3%

受託事業費等

551 

1%

人件費

24,234 

49%

一般管理費

837 

2%

財務費用

27 

0%

経常費用
４９，６７４
百万円

運営費交付金収益

8,972 

18%

授業料収益

1,766 

4%

入学金収益

226 

0%

検定料収益

51 

0%

附属病院収益

33,705 

69%

受託研究費等収益

等

2,211 

4%

寄附金収益

811 

2%

補助金等収益

413 

1%

資産見返負債戻入

450 

1%

財産貸付料収入等

543 

1%

経常収益
４９，１５４
百万円
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業務費

教育経費

研究経費

教育研究支援経費

受託研究費

受託事業費

人件費

一般管理費

財務費用

学生納付金収益

 授業料収益

 入学金収益

 検定料収益

受託研究等収益

受託事業等収益

寄附金収益

補助金等収益

財務収益

雑　　益

資産見返負債戻入

　

　

注）数値については、単位未満切捨により、計が一致しない場合があります。
　（　　）は、２９年度決算額　

臨時損失
(40)(40)

平成３０年度公立大学法人決算におけるセグメント情報

（単位:百万円）

2,003
　 　 　 　 　 　 　

減価償却費(再掲) 13 409 1,171 221 122

49,1543,803

131 101 97 103 450

2 10 △ 254 △ 15 7 △ 611

91

(△ 88)(1)

△ 519

91

業務損益
(3) (9) (6)

2 10 △ 162 △ 15 7

計 197 7,457 30,297 7,362

223 173 60

16

36

86 543

50 811

37 107 394 13 551

　

113 189 78 10 41320

226

1,544 1 114 1,659

27,631 6,073 33,705

(32,605)

41 51

88

49,674

経
常
収
益

197 3,818 2,093 655 2,206 8,972

827

計 194 7,446 30,460 7,377 3,796

1,218 2,045

727

27

77 472 287 837

1,301

172 115

116 4,289 13,285 3,701 2,690 24,234

37 107 394 13 551

287

(16,202) (3,249) (19,510)

116 6,971 30,436 7,377 3,509 48,810

390

17,044 3,235 20,527

8 288 688

895 35 287 1,218

(△ 129)

附属病院収益

運営費交付金収益
(204) (3,933) (2,104) (625) (2,325) (9,192)

(26,537) (6,068)

1,038 1,766

10

診療経費

当期総利益
（当期総損失） (1) (△ 37) (9) (6)

1,185 1 114

2 23

138

760

経
常
費
用

附属病院
北部医療
センター

府大 合計

(1)

区　　分 法人本部 医科大学

(1)

がん治療
研究センター

398

247

(59)

150

398

0

(0)

△ 361

(△ 111)

66

△ 361

(△ 111)
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（単位：百万円）

㉚ ㉙ ㉚－㉙ 増減理由

経常費用 7,446 7,443 3
研究経費の増（２９）
受託研究費の増（６５）
人件費の減（△１２４）

経常収益 7,457 7,446 10
運営費交付金の減（△１１４）
受託研究等収益の増（９３）
寄附金収益の増（６７）

経常損益 10 3 7

臨時損益等 0 △ 40 40

当期総利益 10 △ 37 47

経常費用 30,460 29,102 1,357

医薬品費の増(３８１)、医療材料費の増（３６１）
保守委託費等の増（９９）
人件費(退手除く)の増（２２５）
退職手当の増（１９０）
受託事業費の増(１０７)

経常収益 30,297 29,104 1,193
入院診療収益の増(６４１)
外来診療収益の増(４４１)
受託事業等収益の増(１０７)

経常損益 △ 162 1 △ 164 　

臨時損益等 △ 91 0 △ 91 過年度の診療収入請求額の修正（△９１）

当期総利益 △ 254 1 △ 255

経常費用 398 144 254 保守委託費等の増（１８８）
人件費の増（６５）

経常収益 36 32 4

経常損益 △ 361 △ 111 △ 250 　

臨時損益等 0 0 0

当期総利益 △ 361 △ 111 △ 250

経常費用 7,377 7,070 307

医薬品費の増(６５)、医療材料費の減（△１６）
減価償却費等の減（△６３）
人件費の減（△４７）
受託事業費の増（３６３）

経常収益 7,362 7,080 282

入院診療収益の減(△90)
外来診療収益の増(９８)
受託事業等収益の増(３６３)
資産見返負債戻入の減(△１０９)

経常損益 △ 15 9 △ 25

臨時損益等 0 0 0

当期総利益 △ 15 9 △ 25

経常費用 3,796 3,936 △ 139
教育経費の減（△３０）
人件費の減（△１０５）

経常収益 3,803 3,942 △ 139 運営費交付金の減（△１１９）

経常損益 7 6 0

臨時損益等 0 0 0

当期総利益 7 6 0

経常費用 49,674 47,906 1,767

経常収益 49,154 47,818 1,336

経常損益 △ 519 △ 88 △ 430

臨時損益等 △ 91 △ 40 △ 51

当期総利益 △ 611 △ 129 △ 481

注）数値については、単位未満切捨により、計が一致しない場合があります。

法人全体

セグメントにおける決算比較

医科大学

附属病院

北部医療センター

府立大学

最先端がん治療
研究センター
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6

㉚経営改善策について

■大学部門

○外部資金の状況 (単位：百万円）

区 分 ３０年度 ２９年度 増 減

受託研究 １，３２４ １，１６３ １６１(113.8%)

共同研究 ３３５ ４２５ △９０( 78.8%)

寄附金 ８１１ ７２６ ８５(111.7%)

小 計 ２，４７０ ２，３１４ １５６

科学研究費補助金 ８７８ ８９６ △１８( 98.0%)

合 計 ３，３４８ ３，２１０ １３８

■附属病院

○診療実績

３０年度 ２９年度 増 減

患 入院（人) ２２２，０４１ ２２５，２２６ △３，１８５（ 98.6%）
者
数 外来（人） ５０４，４２０ ５０５，８４８ △１，４２８（ 99.7%）

診 入院（百万円） １８，８６１ １８，１９５ ６６６（103.7%）
療
実 外来（百万円） ８，９５２ ８，５１１ ４４１（105.2%）
績

計 （百万円） ２７，８１３ ２６，７０５ １，１０７（104.2%）

平均在院日数（日） １２．０ １２．７ △ ０．７

新規入院患者数（人） １７，０５３ １６，４０５ ６４８（104.0%）

救急患者数（人） １８，９４１ １８，２０２ ７３９（104.1%）

手術件数（件） ８，５０４ ８，３１８ １８６（102.2%）

診療経費（百万円） １７，０４４ １６，２０２ ８４２（105.2%）

医薬材料費（百万円） １１，０２１ １０，２７９ ７４２（107.2%）

医薬材料費率（％） ３９．６３ ３８．４９ １．１４

【患者数】

入院、外来ともに減少。入院は、新規入院患者数が増加したものの、平均在院日数が短く

なる中で、延患者数は減となった。

【診療実績】

入院は、平均在院日数が短くなり、延患者数が減少したが、手術件数の増により診療単価

が増加したこと及び新規入院患者数の増により診療実績も増収となった。

外来は、高額医薬品を用いた化学療法の増により、診療単価が増加し、診療実績も増収と

なった。

【診療経費】

高額医薬品や高額医療材料を用いた診療の増加により、医薬材料費が増加し、診療経費も

増加した。
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■北部医療センター

○診療実績

３０年度 ２９年度 増 減

患 入院（人） ７６，７２０ ７９，５９４ △２，８７４（ 96.4%）
者
数 外来（人） １４４，４９４ １４５，１６３ △６６９（ 99.5%）

診 入院（百万円） ４，０６５ ４，１１２ △４７（ 98.9%）
療
実 外来（百万円） １，９１０ １，８１０ １００（105.5%）
績

計 （百万円） ５，９７５ ５，９２２ ５３（100.9%）

平均在院日数（日） １１．８ １３．１ △１．３

新規入院患者数（人） ６，５２６ ６，４５７ ６９（101.1%）

救急患者数（人） １２，７６５ １２，９２７ △１６２（ 98.7%）

手術件数（件） ３，１４０ ３，１２６ １４（100.4%）

診療経費（百万円） ３，２３５ ３，２４９ △１４（99.6%）

医薬材料費 百万円 １，６１０ １，５６２ ４８（103.0%）（ ）

医薬材料費率（％） ２６．９５ ２６．３８ ０．５７

【患者数】

入院、外来ともに減少。入院は、新規入院患者数が増加したものの、平均在院日数が短く

なる中で、延患者数は減となった。

【診療実績】

入院は、新規入院患者数や手術件数を増加させたため診療単価は増加したものの、平均在

院日数が短くなる中で、延患者数が減少したことにより、診療実績は減収となった。

外来は、高額医薬品を用いた化学療法の増により、診療単価が増加し、診療実績も増収と

なった。

【診療経費】

高額医薬品を用いた診療の増加により、医薬材料費が増加した一方で、減価償却費が減少

したため、診療経費も減少した。



【貸借対照表】 （単位：百万円）

固定資産 35,351 29,494 5,857

有形固定資産 33,693 28,611 5,082

　　土　地 57 57 0

　建物、構築物
　(仮勘定を含む)

24,812 22,827 1,985

最先端がん治療研究センター現物出資に伴う増（2,589）
附属病院D３精神科病棟改修工事に伴う増（498）
府立大学和食文化学科開設に係る改修に伴う増(147)
附属病院手術室増室工事費の増（90）
減価償却累計額の増（△1,609)

　　機械・装置 3,958 125 3,833
最先端がん治療研究センター陽子線治療装置の譲与に伴う増
（3,859）

工具、器具、
備品

2,991 3,780 △ 789

附属病院X線撮影装置等の整備に伴う増(54)
府立大学核磁気共鳴装置整備に伴う増(25)
府立医科大学高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析計整備に伴う増（20）
北部医療センターX線撮影装置整備に伴う増(28)
減価償却累計額の増（△1,466)

　　図　書 1,771 1,718 53

　　美術品 98 98 0

　　車両等 4 3 1

無形固定資産 1,305 501 804
附属病院電子カルテシステム整備による増（746）
北部医療センター電子カルテシステム整備による増（389）
減価償却による減（△331）

投資、その他 352 381 △ 29

有価証券    120 130 △ 10

長期未収入金 232 251 △ 19

その他      0 0 0

流動資産 12,825 11,559 1,266

現金及び預金 4,867 3,470 1,397
府借入金の借入れによる現金の増(1,763)
府借入金の償還のための現金の減(△426)

未収学生納付金 3 3 0

未収附属病院収入 6,965 6,806 159 附属病院診療実績増に伴う診療収益未収金の増（159)

その他未収入金 490 779 △ 289 周産期医療提供体制整備事業費補助金未収入金の減（△190）

有価証券 30 19 11

たな卸資産 29 35 △ 6

医薬品・診療材料 426 433 △ 7

その他 13 11 2

48,177 41,054 7,123

固定負債 19,652 14,120 5,532

資産見返負債 7,307 3,698 3,609
最先端がん治療研究センター
　　陽子線治療装置の譲与に伴う増（3,859）

長期借入金 12,310 10,235 2,075
電子カルテシステム整備、Ｄ３精神科病棟整備に伴う
府借入金の増（2,613）
府借入金償還に伴う減（△384）

長期リース債務等 35 186 △ 151

流動負債 10,923 9,726 1,197

運営費交付金債務 26 18 8  

寄附金債務 2,003 1,951 52 奨学寄附金の増(52)

前受受託研究・事業等 730 646 84 前受受託研究費の増(71)　　　前受受託事業費の増(12)

未払金 6,539 5,589 950 未払金の増

その他 1,624 1,520 104

30,576 23,847 6,729

資本金 36,406 33,817 2,589 最先端がん治療研究センター現物出資による増

資本剰余金 △ 17,917 △ 16,333 △ 1,584

資本剰余金 688 715 △ 27

損益外減価償却等 △ 18,606 △ 17,049 △ 1,557 最先端がん治療研究センター現物出資の減価償却に伴う減

繰越欠損金 △ 887 △ 276 △ 611

当期未処分利益 △ 887 △ 276 △ 611 当期総損失の増に伴う減

その他 0 0 0

17,601 17,206 395

48,177 41,054 7,123

29決算 増減

負
債

純資産　計

負債　計

平成３０年度京都府公立大学法人決算について

備　　　　　考項　　　　　目

資
産

30決算

負債・純資産　合計

資　産　合　計

純
資
産

参 考 
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【損益計算書】 （単位：百万円）

㉚ ㉙ 差額 増減理由

48,810 47,051 1,758

688 717 △ 28

1,218 1,155 63

287 298 △ 10

20,527 19,510 1,016

医薬品費 7,712 7,265 446

医療材料費 4,920 4,575 344

その他 7,894 7,669 225

24,234 24,031 202

教員人件費（退手除） 7,555 7,540 14

教員退職手当 249 332 △ 82

職員人件費（退手除） 15,761 15,584 176

職員退職手当 646 552 93

1,301 1,258 43

551 80 471
附属病院精神病棟解体工事の増(107)
北部がん診療棟整備工事の増(363)

837 815 21

27 38 △ 11

49,674 47,906 1,767

8,972 9,192 △ 220

2,045 2,037 8

51 50 1

226 228 △ 1

1,766 1,758 8

33,705 32,605 1,099

22,541 21,989 551

10,752 10,213 539

1,659 1,588 71

551 80 471
附属病院精神病棟解体工事の増(107)
北部がん診療棟整備工事の増(363)

811 726 85

413 452 △ 38

543 549 △ 6

450 584 △ 133

49,154 47,818 1,336

△ 519 △ 88 △ 430

2,003 2,144 △ 140

91 40 51

0 0 0

△ 611 △ 129 △ 481

臨時損失

臨時利益

当期総損益

補助金等収益

雑益

資産見返負債戻入

計

業務損益

減価償却費（再掲）

寄附金収益

受託事業費

一般管理費

財務費用

計

経
常
収
益

運営費交付金

学生納付金

入学考査料

入学金

授業料

附属病院収益

入院診療収益

外来診療収益

受託研究等収益

受託事業等収益

附属病院
　入院診療収益の増(641)
　外来診療収益の増(441)
北部
　入院診療収益の減(△90)
　外来診療収益の増(98)

経
常
費
用

業務費

教育経費

研究経費

教育研究支援経費

診療経費

人件費

受託研究費

常勤教職員人件費の増(166)
附属病院大学院生人件費の増(85)
退職手当の増(10)

附属病院
　医薬品費の増(381)、医療材料費の増(361)
　保守委託費等の増(99)
がんセンター
　保守委託費等の増(188)
北部
　医薬品費の増(65)、医療材料費の減(△16)
　減価償却費等の減(△63)
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【附属病院の診療実績、取組等】

入院（百万円） 18,861 18,195 666
・平均在院日数が短くなり、延患者数が減少したが、手術件数
の増により診療単価が増加したこと及び新規入院患者数の増に
より診療実績も増収となった。

外来（百万円） 8,952 8,511 441
・高額医薬品を用いた化学療法の増により、診療単価が増加
し、診療実績も増収となった。

計（百万円） 27,813 26,705 1,107

608 617 ▲9人／日

84,944 80,784 4,160円／人日 ・手術件数の増等

84.9 82.4 2.5％ ・新規入院患者数の増

12.0 12.7 △0.7日

17,053 16,405 648人 ・紹介患者及び救急入院患者の増

2,067 2,073 ▲6人／日

17,746 16,825 922円／人日 ・高額医薬品の増

手術件数 8,504 8,318 186件 ・手術枠の効率的運用による増

17,044 16,202 842

医薬材料費（百万円） 11,021 10,279 742

医薬材料費率（％） 39.63 38.49 1.14% ・高額医薬品の増

【北部医療センターの診療実績、取組等】

入院（百万円） 4,065 4,112 △ 47
・新規入院患者数や手術件数を増加させたため診療単価は増加
したものの、平均在院日数が短くなり、延患者数が減少したこ
とにより、診療実績は減収となった。

外来（百万円） 1,910 1,810 100
・高額医薬品を用いた化学療法の増により、診療単価が増加
し、診療実績も増収となった。

計（百万円） 5,975 5,922 53

210 218 △8人／日

52,989 51,658 1,331円／人日 ・肺がん化学療法患者等の増

77.4 80.2 △2.8％ ・入院患者数の減

11.8 13.1 △1.3日 ・眼科等短期間入院患者の増に伴う減少

6,526 6,457 69人 ・救急患者の増

592 595 △3人／日

13,214 12,470 744円／人日 ・外来化学療法件数の増

手術件数 3,140 3,126 14件 ・眼科手術の増

3,235 3,249 △ 14

医薬材料費（百万円） 1,610 1,562 48

医薬材料費率（％） 26.95 26.38 0.57% ・高額医薬品の増

平均在院日数（日）

病床利用率（一般）（％）

平均在院日数（日）

項　　目

病床利用率（一般）（％）

30項　　目

入院診療単価（円／人日）

診
療
実
績

新規入院患者数（人）

外来診療単価（円／人日）

診
療
実
績

新規入院患者数（人）

外来患者数（人／日平均）

診療経費（百万円）

診療経費（百万円）

■附属病院及び北部医療センターにおける診療実績等経営指標の推移

外来患者数（人／日平均）

入院患者数（人／日平均）

29

外来診療単価（円／人日）

入院患者数（人／日平均）

入院診療単価（円／人日）

備　　　　　　　　考

比較

30 29

備　　　　　　　　考

比較

・高額医薬品や高額医療材料を用いた診療の増加により、医療
材料費が増加し、診療経費も増加した。

・高額医薬品を用いた診療の増加により、医薬材料費が増加し
た一方で、減価償却費が減少したため、診療経費も減少した。
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